
株式会社インタフェース（製造業）

代表取締役

國司 晃

私たちは常に成長しつづける企業です

株式会社インタフェースの理念は 1. 夢と自由 2. 人間尊重 3. 技術 です。

多様な人材がそれぞれの個性と能力を100%発揮し、総合力として大きな力を出します。

顧客・社員・社会全ての人を大切にし、技術によって社会に貢献することを通して夢を実現します。

売上高100億円という夢を実現し、その先も成長し続けます。

売上高100億円実現の目標と課題

Ａ.設備投資による生産能力向上
生産能力を2倍にする。

Ｂ.DX・システムソリューションビジネスの拡充
特許技術を活用し、高いセキュリティを持ったシステム
で差別化を行うことでユーザに選択してもらう。

Ｃ.海外販売の拡充
自社特許技術に加え、海外セキュリティ規格を取得し、
差別化を行うことで売上アップを行う。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

100億円販売に生産能力が足りない。人員も集まらない地域
→ 設備投資を行い、生産能力を向上させる。
既存ビジネスだけでは成長が不十分
→ DX・システムソリューションビジネスを拡充させる。
既存市場だけでは成長が不十分
→ 海外市場を拡充（セキュリティ規格取得で差別化）させる。

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

2030年8月期の売上高 100億円達成に向けて
年率16%程度の成長を目指す。

10種の生産設備を新たに導入し、生産能力を2倍にする。

システムソリューションビジネス部門を設立し、システム開発

を協力して実施するパートナー企業を開拓する。

海外販売拡充をプロジェクト化し人員を増強することで、差別

化した魅力ある製品を拡販していく。
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達 成

超小型産業用パソコン SuperCD®

本 社 所 在 地 ：広島県広島市南区京橋町10-21

事 業 概 要 ：電気通信機械器具、コンピュータ
及びその他の応用機械器具、装置、
システムの研究・開発・生産・
販売・サービス
ソフトウェア及びネットワーク製品の
研究・開発
販売・サービス

常時使用する
従業員

：259名（2024年8月時点）

現在の売上高 ：41.1億円（2024年8月期）

法 人 番 号 ：2240001000873

W e b ：https://www.interface.co.jp
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Ａ. ハードウェア Ｂ. DX Ｃ. 海外

売上高100億円実現のストーリー

株式会社インタフェース（製造業）

100億
達成

売上高100億円は３つの手法で達成します。

Ａ. 既存ビジネス（国内への産業用コンピュータ提供）の拡大

市場規模（500億→600億）は大きくなり、付加価値による差別化でシェア（8%→10%）も増やします。

Ｂ. 新規分野であるDX分野へ新製品投入し、売上を拡大

ショールーム化した自社工場で実施したマーケット調査での反応もよく、市場規模も拡大（6,000億→8,000億）

Ｃ. 海外市場（北米、欧州）への展開

セキュリティ規格による差別化をおこなった商品でシェア獲得を行います。

売上高100億円を達成するための課題

市場参入、新製品投入により売上を上げる目処は立っていますが、100億円を売り上げる製品を生産するための能力がまだ足りません。

当社工場のある広島・大分は人口流出も多く新規雇用による生産能力向上も難しい地域です。

そこで、生産自動化を行う設備投資を実施し生産能力を2倍に向上させることでこの課題を解決し、売上高100億円を達成します。

(億円)

●ターゲット市場の成長
 ・DX市場の拡大
 ・セキュリティニーズの高まり

◆市場の成長機会を逃さない
 Ａ. 生産能力の増強
 Ｂ. 製品の高付加価値化
 Ｃ. 新市場の開拓（海外市場：欧米）

★売上高の成長と限界利益の最大化
 ・賃上げ目標の達成
 ・市場成長期に見合った投資の実施

課題

解決

(年度)

(41)

(48)
(56)

(66)
(77)

(89)

(115)(A.B.C.計) ＤＸ × セキュリティ × インタフェース
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